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論 文 の 要 旨
      本論文は、江戸時代後期の読本作家・曲亭馬琴（1767－1848）による読本および異国関連の著作を対
象として、これを当時の社会状況の中に位置づけ、作品構成が社会内部での出版文化の影響下に置かれ
るという面と、作品中の異国表象が社会外部に立つ作家によって行われるという面の双方に着目するこ
とにより、複層的な観点からの分析を行ったものである。全体は序章、第一部「江戸出版文化と曲亭馬
琴の読本」、第二部「曲亭馬琴における異国」、および結章により構成されている。まず第一部は、	 
第一章「江戸時代の商業出版・職業作家─曲亭馬琴を中心にして」	 
第二章「『椿説弓張月』の読本の世界─〈話型〉と「勧善懲悪」を通して」	 
第三章「曲亭馬琴の「懲悪」と読本の世界─『南総里見八犬伝』における「悪」の問題」	 
から成っている。一方第二部は、	 
第一章「曲亭馬琴の異国情報収集と考証―『白石叢書』の収集と校訂」	 
第二章「異国遍歴小説における異国と異界―「女護が島」表象を中心に」	 
第三章「『椿説弓張月』における異国・異界としての琉球表象」	 
第四章「異国と異界のはざまで―曲亭馬琴の考証随筆と『兎園小説』の異国・異界記録」	 
第五章「曲亭馬琴の異国認識―只野真葛『独考』への反論を通して」	 
から構成されている。以下、各章の内容を概観する。	 
	 まず序章では、本論文の目的と意義、および構成について述べられ、副題となっている「江戸出版文
化」と「異国表象」とがいかなる点で関連するのかについて、本論文での著者の視座が明らかにされる。	 
2804
28 12 31
2 
	 続いて第一部第一章は、江戸時代の商業出版・商業作家をめぐり、特に作品に対する彼ら作家の側か
らの認識が変化したという点を中心に論じられる。江戸後期は、商品性をもつ作品が誕生するという一
大変革が生じた時期であり、商業作家の登場は、近世文芸に大きな影響を及ぼした。この時期に貸本屋
という仲介業が成立し、この仲介業者たちによって、出版という書物の画期的な流通形態が発生する。
こうして、書物による新刊・続刊の広告、薬と店の宣伝、書物の購読者への直接提供といった役割を果
たした貸本屋にスポットライトが当てられ、論が展開される。
	 第一部第二章では、『椿説弓張月』が〈話型〉の反復と連鎖によって長編化されていることについて論
じられる。著者によれば、為朝という貴種の放逐、周縁での苦難、周縁の女との結婚、貴種の中央への
帰還、周縁と中心における新たな世界創造などが〈話型〉を構成し、この〈話型〉が反復・連鎖される。
そして本作品が人気を持続させながら長編化して記され得たのは、為朝を含む重要人物における〈話型〉
の反復と連鎖、悪人物語が軸となったためだとされる。
	 第一部第三章では、『南総里見八犬伝』の長編構造と長編化構想をめぐり、坪内逍遙によって批判され
た「勧善懲悪」というテーマに着目して論が展開される。著者によれば、この「勧善懲悪」が様々な小
物語のモチーフとして活用されつつ反復・連鎖され、『八犬伝』はこのテーマをモチーフとした小物語の
反復・連鎖によって長編作品となる。こうして分冊出版と物語形式、読み切り形式と「勧善懲悪」、歴史
物語風の構成といった事項が相互に関連づけられ、第一部は閉じられる。
	 続いて第二部第一章では、馬琴が熱心に収集した『白石叢書』のうち、異国を題材にした書物が対象
とされ、馬琴がそれらの書物に書き込んだ校訂記録から、彼が異国をどのように評価・認識していたの
かをめぐって考察が行われる。馬琴の書入れにあっては、白石著作の真偽がまず重要である。また蝦夷
に関する情報について、馬琴は多くを松前藩と『白石叢書』から得ている。
	 第二部第二章は、江戸の異国遍歴小説の中に馬琴の遍歴を据え、その意義を捉えたものである。馬琴
は、それまでの幻想に満ちた卑俗な異国表象が、欲望を満足させるだけの寓意的空間の産物にすぎなか
ったことに対し、実在の国をモデルにしようとする知的好奇心の旺盛さを持っていた。しかし著者によ
れば、結果的に、馬琴がそれを実在の異国として表象することは不可能であった。
	 第二部第三章では、異国、異界として表象された『椿説弓張月』の琉球について述べられる。琉球が、
日本から遠く離れ、独自の言語や制度を持つ異国であり、特に曚雲の登場する話においては、怪物的表
現が物語全編を覆っていることについて考察が行われる。この作品にあっては、馬琴の仕掛けにより、
琉球は現実の独自な存在である異国としてではなく、異界と結びついたものとして捉えられている。
	 第二部第四章では、馬琴の考証が、個人的な活動から耽奇会や兎園会といった「会」による集団的な
考証活動へと発展していった経緯について検証が行われる。このような考証作業は、『兎園小説』という
作品を生み出すが、それによって生まれた珍奇なる女性、異国、異界が共存する記録について考察が進
められる。馬琴は、兎園会を通じて得た異国に関する情報を正しく記録するために、異国についての地
理書や百科事典を参考に用い、また当時の伝承を参照しており、その実態が明らかにされる。
	 第二部第五章では、只野真葛による『独考』という経世論と、馬琴による『独考論』という真葛への
反論書に見られる論理の相違点に論点が絞られ、真葛の儒学批判や開明思想などについて考察される。
特に真葛の論拠に対し、儒学を基に行われた馬琴の反論や批判が論じられ、馬琴の儒学擁護、儒学論理
に基づいた保守的な異国観、開明的な思想を持つ女性への差別意識などが明確化される。
	 そして結章では、江戸期の出版事情をめぐる社会状況と、馬琴による異国表象との関係が再度浮き彫
りにされ、曲亭馬琴という読本作家に見る内面・外面世界の複層的な関係性が明確に結論づけられる。
3 
審 査 の 要 旨
本論文の優れた点は、まず何よりも、江戸後期に活躍した読本作家・曲亭馬琴の全体像を捉え直すに
際し、江戸の出版文化という外的な社会状況の影響下にあって、その中で作家として創作活動を展開し
た馬琴が、国家の外に位置する異国をいかに捉えたかという問題を中心に据え、これら内・外界にまた
がる二側面を有機的に関連づけつつ論じ尽した点にある。この点においてまず本論文は、これまでにな
い複層的観点に立った詳細な馬琴研究であると高く評価できる。
第一部は、曲亭馬琴により創造される異世界表象（「ワンダーランド」）への序論的な役割を果たすと
ともに、第二部での実証的で精緻な著者の考証を際立たせる序曲の意味を持つ。第二部は、著者による
文献学的な検証の精確さを証明する部分であり、この第二部のうちに、本論文の優れた真価を求めるこ
とができる。もっとも著者の力量は、馬琴自身が『白石叢書』を読み解く中で施した考証作業の実際に
ついて、それを逐一跡づけてゆくという検証過程において証明されるばかりではない。むしろ著者は、
第一部で論及されたような江戸期の出版状況や、「勧善懲悪」というテーマを含む〈話型〉を駆使した長
編化のための戦略が、馬琴の異国表象や異界記述などの全体にまでその影響を及ぼしているということ
を、説得力をもって読者に理解させてゆく。これは、本論文における構成上の工夫に負う面が大きい。
このような構想力の秀逸さのゆえに、本論文は極めて優れた論考として、馬琴研究の先端を担うもので
あると評価できる。
数々の長編作品を著した馬琴の原テキストを、書翰・日記も含めて読破するということは、単にそれ
だけを取ってみても大変な忍耐と努力を要する作業である。だがそれにとどまらず、著者は膨大な『白
石叢書』の細部に及ぶ文献学的な検証作業を完遂し、馬琴の考証作業の実態を明らかにした。只野真葛
との文筆交渉の跡づけに際しても、馬琴と真葛双方の論点を原テキストから的確に読み取った上で客観
的な論証に移行しており、著者の正確な構想力には非凡なものがある。そして、馬琴が読本の世界を「ワ
ンダーランド」として構築したとする著者の結論は、宗教によらずに江戸期の大衆を誘い得た作家とし
ての馬琴像を、説得力をもって浮かび上がらせることに成功している。また著者は、馬琴研究における
最新の論文を博捜し、その各々を逐一批判的な視座から検討しつつ記述を進めており、この姿勢は本論
文の全編にわたって顕著である。以上の点から、本論文が十分学位論文に値することは言を俟たない。
ただこのような優れた点を持つ本論文ではあるが、弱点として指摘せざるを得ない側面をも有してい
る。まず、著者の使用する〈話型〉という概念の定義が、記述上の曖昧さを払拭し切れていない。また
馬琴の諸作品に対して、『今昔物語集』をはじめとする日本古代・中世以降の説話伝承がいかなる影響を
与えたのかといった点についての検証もなお不十分であろう。しかしながら、これらは著者による今後
の研鑽に期待すべきものであり、本論文の価値を損なうものではない。
平成 28 年 10 月 12 日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、著
者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10 条（1）に該当することから免除し、審議の結果、
審査委員全員一致で合格と判定された。
よって著者は、博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
